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神無月
そう10月は神無月出雲の国で八百万の神々が集まられ、神事を行うと伝えられており
ますので各地方の神様が留守になる事から神無月と呼ばれるように成ったと伝えられ
ております。
そしてあっという間に風は秋色になり、田んぼの稲も収穫されましたし、山の木々も
ほんのり紅色に染まって参りました。日本の四季って本当にはっきりしていますね…
厳しい夏を送り、穏やかなオータムを楽しみたいと思います。

10月 ４日　十三夜
十三夜は日本独特のならわしです。煌 と々輝く満月とは少し
違う趣きの月となりなす。
10月 8日　寒露（二十四季節）
秋も深くなり、草木に露が降りる頃です。
10月26日　柿の月
柿はビタミンがたっぷりですので免疫力を高め老化予防を
してくれるビタミンCがたっぷりで鼻や喉の粘膜を強くする
カロテンもいっぱいなので…風邪を引かないように頂きま
しょう。

車検実施で毎月1組様抽選で
当間高原リゾートベルナティオランチを

プレゼント致しております

車検実施プレゼント !車検実施プレゼント !
山川 様

おくるまおくるま 知識知識
馬力とトルクの違い
「馬力」はエンジンのパワーの大きさ「トルク」は回す力簡単に言えば馬力が高い
とスピードが出やすくトルクが高いと走んや坂道での力強い走りが可能です。

11月21日㊎・22日㊏・23日㊐の3日間
タイヤ交換キャンペーン



先月、経済同友会の席で（株）村山土建、村山会長がモンゴルへ行ってこられたお話を
されました。モンゴルのお話は聞いた事がなかったので、とても興味深くお聞きしま
したので、ご紹介致します。

去る8月19日から23日まで初めてモンゴルに旅行しました。
モンゴルと言えば、テムジン（チンギス・ハーン）であり、草原と空の国、遊牧民と白いゲルが目に浮か
びます。司馬遼太郎のモンゴル紀行を読み、大草原のゲルに泊まり、蒼空の大空と満天の星を観るこ
とが私の念願となりました。又、モンゴル秘史の「小水の占い」を確かめることも宿題でした。
　19日、モンゴルフンヌエアーのチャーター便MR672で出発し、首都ウランバートルへ。予定より2時
間遅れの18時離陸、入国ホテル着は23時（時差1時間）でした。20日早朝コーポレートホテル出発、大
雨の中バスで大草原のツーリストキャンプ（ブルド）に向かいました。6時間半かかって到着する頃に
は雨も止み、高地（標高1700ｍ）の草原が輝いて見えはじめました。キャンプには30棟ほどのゲルが
並び、B-12に入りました。エアコン、シャワー、トイレ付です。見渡す限りの大草原を吹く風は一面の
草（ハーブ類）の香りがします。夜の星空は残念ながら雲が残って満天の星空ではありませんでした
が、早朝の日の出は荘厳な美しさで感動しました。昼食後、乗馬体験と民間のゲルを訪ね、馬乳酒と
アーロールチーズ（皇后様も食べられた）を頂きました。夜はビールとワインで盛り上がり、21日はウ
ランバートルから西へ350㎞、モンゴル中心部の古郷カラコロム（ハラホリン）観光です。広大な草原
の中に108の仏塔で囲まれた古寺エンデニ・ゾーと古宮殿跡を示す亀石、隣接するカラコロム博物館
を見学、大モンゴル帝国の昔を偲びました。昼食を朝青龍の経営するアサ・キャンプの隣りのレストラ
ンで食べ一路ウランバートルへ向かいました。途中から雨となり350㎞バスの旅は長かったです。雲
の切れ間に草原に掛かる虹を見ました。ラッキーでした。道端には羊や仔馬、牛などの死体とゴミが
打ち捨てられていて、多さが目立ちました。ウランバートルは人口350万人の約半数170万人が住み、
急速に近代化発展しています。馬に替わって車が1人1台（ほとんどが日本製、トヨタのプリウスの中
古車8割）で街中大渋滞です。
　大雨になりホテル着は又も11時です。22日は市内観光です。チベット仏教寺院ガンダ寺の本尊は
26.5ｍの高さの観音像で圧観でした。革命時金銅製の仏像はソ連に持ち去られて銃の玉になったそう
です。政在庁舎前のスフバートル広場には、民族統一の象徴になっているチンギス・ハーンと子のオゴ
タイ、孫のフビライの3ハーン像が鎮座し、広場中央には革命家スワバートルの騎馬像が建っています。
広場の一角では新潟クボタさんがお米の物産展に参加して、のぼり旗が立っていました。（30ha田園

作っているそうです）2組の新婚カップルが民族衣装の人々と記念撮影していて賑やかです。次は、大
モンゴル国最後の皇帝、活仏ボグド・ハーン8世が亡くなるまで過ごした宮殿「ボグド・ハーン宮殿博
物館」です。写真撮影料1万Tg払って入場、19世紀末建築された木造2階建てです。敷地内には他に
木造の寺院、門、図書館などがあり、内部はハーンゆかりの衣装はじめ数々の宝物や仏教美術が展
示されています。革命時破壊を免れましたが、放置されてきて傷みが激しく、近年ようやく整備保存
が進められているとの事でした。2022年に開館したチンギス・ハーン博物館は展示物が多く時間が
掛かるという事で見学出来ず残念でした。
　通貨はトゥグリグTg、レートは100Tgで約4.3円。硬貨は無く、全て紙幣のみです。5,000円両替し
た所、115,000Tgになり一瞬金持ちになった気分になりました。ショッピングはクレジットカードがお
勧めでした。生ビールは2万～2.1万Tg、ワイン15万Tg、どこでも美味しかったです。食事は伝統的な
肉を岩塩で味付けしたものが中心で、野菜が多く味も良く堪能しました。厳しい自然環境の中で馬
や家畜と共に生きて来たモンゴルでは、畑を耕す文化が無く、野菜を食べる習慣はほとんどなかっ
たのです。伝統的な食生活では、羊肉や牛肉などの「赤い食べ物と乳製品などの「白い食べ物」が基
本で、主に赤い食べ物を冬に、白い食べ物を夏に食べる。寒冷な気候により肉を加工する必要がな
かった為、香辛料や調味料をほとんど使わず、塩（岩塩）が味つけの基本です。
次号に続く…

私のモンゴル紀行…満天の星空、大草原の風はハーブの香り（NO.1）
（株）村山土建、代表取締役会長　村山政文

株式会社カーショップみなみ

編集後記
9月23日に詩吟の毎年恒例の新潟県大会がありました。2月の全国大会に向けての予選を兼ねて開催されました。詩吟
人口は減っているのですが、習い始めると多分皆様が早く始めれば良かったと思われると思いますが漢詩や和歌に触
れることができ、それに声を出すとストレス解消にもなります。という事で参加して参りました。神邑会女子合吟は優勝
し、個人の高段の部では油品（当社の）さんが優勝致しました。厳しい練習の結果です。何かを習うって、素敵な事だ
なって思います。今は身体と頭の為にレクダンスを月2回習っております。勿論仕事が1番大好きですが、心と身体にも
栄養をあげないと駄目になってしまうと最近特に思います。優しい時間もとても大切だと思います。ご一緒にいかがで
すか？（第1、第3の火曜です）…有難うございました。

宿泊先のゲル ラウンバートル市内
（大雨で冠水、渋滞）

草原のハーブ

〒948-0006　新潟県十日町市四日町 2184
tel：025-752-7121　fax：025-752-7114
平日 9:00～18:00 / 土日 9:00～17:00
carshop-minami@cocoa.plala.or.jp
https://www.carshop-minami.com/

ホテルからの眺め モンゴル風しゃぶしゃぶ ガンダン寺
（観音26.5ｍ）




